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今
年
は
「
己
丑

つ
ち
の
と
う
し

」「
つ
ち
の
と
」
と
は

己お
の
れ

の
こ
と
で
、
己
と
い
う
の
は
物
事
の
中

心
を
言
う
の
で
す
。
陰
陽

い
ん
よ
う

五
行

ご
ぎ
ょ
う

思
想

し

そ

う

と
言

っ
て
中
国
の
自
然
観
の
基
と
な
っ
て
い
る

考
え
方
で
す
。
五
行
と
は
木も

く

火か

土ど

金ご
ん

水す
い

を

言
い
ま
す
。
木
が
火
を
起
こ
し
土
と
変
じ

て
、
金
を
生
み
、
水
を
呼
ぶ
・
水
は
木
を

育は
ぐ
く

み
、
火
を
起
こ
し
土
地
を
作
っ
て
金
を

生
ん
で
水
を
呼
ぶ
と
い
う
巡
り
合
わ
せ
を

言
う
の
で
す
。
干
支

え

と

で
申
し
ま
す
と

「
戊
己

つ
ち
の
え
つ
ち
の
と

」
と
言
っ
て
五
行
の
真
ん
中
の

「
土
」
に
当
た
る
か
ら
、
物
事
の
中
心
と

言
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

こ
の
事
を
私
に
当
て
は
め
て
考
え
ま
す

と
七
十
二
歳
干
支

え

と

が
六
巡
目
の
年
と
な
る

私
は
、
自
分
の
中
に
、
お
前
に
授
け
ら
れ

て
い
る
命
の
限
り
を
尽
く
し
て
生
き
て
来

た
か
と
問
い
つ
め
る
己

お
の
れ

が
い
ま
す
。

生
ま
れ
落
ち
た
日
本
と
い
う
自
然
に
恵

ま
れ
、
何
よ
り
も
、
過
酷
で
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
時
代
を
耐
え
な
が
ら
、
己

お
の
れ

に
命
を
伝

承
し
て
く
れ
た
祖
先
、
破
産
や
時
代
変
革

の
中
で
貧
困
を
経
験
し
た
祖
先
が
残
し
た

生
き
様
ま
で
が
今
の
私
を
育
ん
で
い
る
こ

と
を
思
い
ま
す
。

先
生
や
学
友
に
恵
ま
れ
・
仏
道
修
行
に

あ
っ
て
は
多
く
の
導
師
や
道
友
に
恵
ま
れ

た
こ
と
。

何
よ
り
も
今
禅
昌
寺
の
護
持
に
携
わ

っ
て
い
る
、
寺
の
役
員
さ
ん
始
め
、
檀

信
徒
皆
様
、
我
が
こ
と
と
し
て
黙
々
と

境
内
・
伽
藍
の
掃
除
・
管
理
に
携
わ
っ

て
い
る
職
員
の
皆
さ
ん
・
私
の
出
会
っ

た
人
々
・
事
事
・
物
物
に
活
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
思
う
と
、
己
は
如
何
か
と

問
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

順
風
満
帆
の
人
生
そ
ん
な
に
あ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
思
い
ま
す
と

障
害
と
な
っ
た
出
来
事
も
、
行
き
違
っ

た
人
間
関
係
も
、
こ
れ
も
又
己
が
活
か

さ
れ
る
知
恵
と
力
と
な
っ
た
こ
と
を
思

い
ま
す
。

土
地
は
清
も
濁
も
合
わ
せ
呑
み
込
み

有
機
物
に
依
っ
て
肥
や
さ
れ
て
「
金ご

ん

」

を
呼
ぶ
肥
沃
な
土
壌
は
水
を
含
ん
で
作

物
や
自
然
界
を
潤
し
、
豊
穣
を
生
み
ま

す
。し

か
し
そ
の
土
地
も
過
剰
に
腐
葉
土

が
堆
積
し
ま
す
と
自
然
破
壊
に
繋
が
る

と
言
わ
れ
ま
す
。

私
に
と
っ
て
六
巡
目
の
干
支
が

「
己
丑

つ
ち
の
と
う
し

」
と
言
う
こ
と
は
、
今
後
の
生
き

方
に
過
去
の
数
え
切
れ
な
い
出
会
い
に

感
謝
報
恩
を
実
践
す
る
こ
と
が
促
さ
れ

て
い
る
思
い
で
お
り
ま
す
。



禅昌寺通信「道心」第32号

2

◆
道
心・趣
味
の
会
◆

◆
行
事
報
告
◆（
十
月
〜
十
二
月
）

「方丈専用E-mail：yokoyama@hicat.ne.jp 」

原
稿
募
集

皆
様
の
随
筆
、
旅
行
記
、
体
験
談
、
趣

味
の
短
歌
俳
句
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
。

お
寄
せ
下
さ
い
。

◆
平
成
二
十
一
年
度
行
事
案
内
◆

●

年
末
大
掃
除

十
二
月
七
日（
日
曜
日
）午
後
一
時
半
よ
り

ご
家
族
ず
れ
の
方
も
あ
り
和
気
藹
藹
の
大

掃
除
と
な
り
ま
し
た
。
出
席
者
に
は
お
寺

か
ら
、「
福
箸
」
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

嫁
が
君廿

日
市
市
　
伊
藤
順
二
郎

三
十
年
も
前
の
話

当
時
私
は
、
見
知
ら
ぬ
山
地
に
入
植

し
、
養
鱒
場
建
設
の
途
路
に
あ
っ
て
ま

だ
独
身
で
あ
っ
た
頃
の
事
、
禅
昌
寺
は

く
る
め
木
に
あ
っ
て
、
坐
禅
会
に
参
加

し
だ
し
て
ま
だ
間
も
な
か
っ
た
と
思
う
。

あ
る
夜
。
一
人
山
中
の
プ
レ
ハ
ブ
小
屋

で
坐
禅
を
組
ん
で
い
た
折
り
の
こ
と
。

谷
川
の
瀬
音
が
身
を
透
り
抜
け
て
ゆ

く
よ
う
に
静
け
さ
が
深
ま
る
ば
か
り
で

あ
っ
た
。
と
、
何
や
ら
畳
の
上
を
カ
サ

カ
サ
と
歩
く
音
が
聞
こ
え
た
と
思
う
間

も
な
く
半
眼
の
視
界
に
一
匹
の
ネ
ズ
ミ

が
現
れ
た
。

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
動
き
回
り
な
が
ら

何
を
思
っ
た
の
で
あ
る
か
私
の
膝
の
上

に
登
っ
て
き
た
の
だ
。

体
温
の
温
み
が
恋
し
か
っ
た
の
で
あ

る
か
少
時
間
這
い
回
っ
て
い
た
が
、
や

が
て
何
処
か
へ
消
え
て
行
っ
た
。

思
わ
ず
ニ
ヤ
リ
と
笑
っ
て
し
ま
っ
た

の
は
坐
禅
に
集
中
が
足
ら
な
か
っ
た
の

だ
っ
た
。

こ
れ
以
後
、
私
は
坐
禅
に
悟
り
を
得

よ
う
な
ど
と
は
思
わ
な
く
な
っ
た
。

早
く
も
心
身
落
悟
者
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
っ
た
。

坐
の
膝
に
来
て
去
り
に
け
り
嫁
が
君

（「
嫁
が
君
」
と
は
正
月
の
ネ
ズ
ミ
を
言
う
）

●

檀
信
徒
交
流
「
出
雲
路
と
カ
ニ
料
理
の
旅
」

十
一
月
十
六
日
（
日
曜
日
）

四
十
名
の
ご
参
加
が
あ
り
楽
し
い
懇
親
の

旅
と
な
り
ま
し
た
。

●

臘
八
摂
心
坐
禅
会

十
二
月
一
日
〜
八
日
朝
ま
で
毎
坐
数
名
の

参
加
者
で
勤
め
ま
し
た
。

●

戦
国
の
つ
わ
も
の
ど
も
の
夢
は
る
か

周
防
の
寺
に
し
ん
と
静
ま
る

●

人
生
の
第
四
楽
章
に
入
る
わ
れ
は

シ
ョ
パ
ン
の
ノ
ク
タ
ー
ン
底
深
く
聞
く

東
区
　
矢
野

淑
子

●

裸
木
と
な
り
安
心
を
得
た
り
け
り

●

初
凪
や
並
ん
で
浮
か
ぶ
潜
水
艦

●

そ
の
昔
鯨
の
夢
は
飛
行
船

●

ス
ニ
ー
カ
ー
履
き
平
成
っ
子
竹
馬
に

●

落
葉
踏
む
足
音
の
他
誰
も
居
ず

廿
日
市
市
　
伊
藤

順
二
郎

●

禅
寺
は
全
山
紅
葉
端
坐
す
る

●

参
禅
と
写
経
に
込
め
し
歳
行
く
日

●

大
初
日
わ
が
胸
内
を
燃
え
た
た
す

東
区
　
青
笹

俊
枝

短
歌

俳
句

●

年
頭
坐
禅
会
・
大
般
若
祈
祷
会

・
坐
禅
会
一
月
一
日

午
前
八
時
よ
り

・
大
般
若
祈
祷
会

元
日

午
前
十
時
よ
り

●

釈
尊
涅
槃
会

二
月
十
五
日（
日
）

●

青
山
俊
董
老
師
講
演
会
二
月
二
十
八
日（
土
）

午
前
の
部

午
前
十
時
半
〜
十
二
時

午
後
の
部

午
後
一
時
半
〜
三
時

（
坐
禅
を
さ
れ
る
お
方
は
九
時
よ
り
）

参
加
費

午
前
・
午
後

各
千
円

昼
食
代

一
人
　
百
円

◎
昼
食
が
必
要
な
方
は
電
話
に
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

●

春
季
彼
岸
法
要
・
護
持
会
総
会

三
月
十
四
日（
土
）

午
前
十
時
半
よ
り
法
要
・
法
話

十
二
時
よ
り
護
持
会
総
会
・
懇
親
会

●

春
季
彼
岸
会

三
月
十
七
日
〜
二
十
三
日

●

釈
尊
降
誕
会

四
月
八
日（
水
）

●

西
國
三
十
三
ヶ
所
霊
場
巡
り

日
程

四
月
十
八
日（
土
）〜
十
九
日（
日
）

費
用

参
万
円
程
度

●

盂
蘭
盆
会
法
要

八
月
六
日
　
午
前
十
時
半
よ
り

●

秋
季
彼
岸
会

九
月
二
十
日
〜
二
十
六
日

●

青
山
俊
董
老
師
講
演
会

九
月
三
十
日（
水
）
午
前
・
午
後

●
「Tsukim

iin

寺
」
コ
ン
サ
ー
ト

十
月
三
日（
土
）
予
定

●

西
國
三
十
三
ヶ
所
観
音
霊
場
巡
り

日
程

十
月
二
十
四
日（
土
）〜
二
十
五
日（
日
）

費
用

参
万
円
程
度

●

年
末
大
掃
除

十
二
月
六
日（
日
）

●

釈
尊
成
道
会
　
十
二
月
八
日（
火
）

■
毎
月
定
例
行
事

●

日
曜
坐
禅
会

毎
月
第
一
日
曜
日

午
前
九
時
よ
り

●

上
田
宗
箇
流
茶
道
稽
古
日

毎
月
一
回
　
第
二
又
は
第
四
金
曜
日
の
予

定
　
午
後
二
時
か
ら

※
お
抹
茶
と
和
菓
子
を
気
軽
に
楽
し
む
つ
も
り

で
ご
参
加
下
さ
い
。

●

御
詠
歌
の
会

第
二
金
曜
日
午
前
十
時
よ
り
自
主
練
習

第
四
金
曜
日
午
前
九
時
よ
り
講
師
を
招
い

て
練
習
　
昼
ま
で

■
毎
週
定
例
行
事

●

暁
天
坐
禅
会

月
曜
日
〜
金
曜
日

毎
朝
午
前
五
時
三
十
分
〜
六
時
十
分
ま
で

●

水
曜
坐
禅
会

午
後
七
時
よ
り
坐
禅
・
茶
話
会
　
終
了
八

時
半

●

婦
人
坐
禅
会

毎
週
金
曜
日

午
後
一
時
よ
り
坐
禅
・
茶
話
会
終
了
三
時

（
第
一
金
曜
日
の
み
坐
禅
の
後
、
写
経
･
茶
話
会
）


